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投資有価証券評価損に関するお知らせ 
 

 当社は、「その他有価証券」に区分される保有投資有価証券のうち、時価が下落し、その

回復可能性が認めにくいものについて、平成 21 年 3 月期第２四半期末において減損処理に

よる投資有価証券評価損を計上する必要が生じましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 21 年 3 月期第２四半期末の投資有価証券評価損の総額 

 連結 個別 

（Ａ）平成 21 年 3 月期第２四半期末の投資有価証券 
 評価損の総額 2,939 百万円 2,939 百万円

（Ｂ）平成 20 年 3 月期末の純資産の額 （Ａ／Ｂ×100） 45,554 百万円 
（6.5％） 

38,057 百万円

（7.7％）

（Ｃ）平成 20 年 3 月期の経常利益額 （Ａ／Ｃ×100） 12,811 百万円 
（22.9％） 

10,608 百万円

（27.7％）

（Ｄ）平成 20 年 3 月期の当期純利益額 （Ａ／Ｄ×100） 7,206 百万円 
（40.8％） 

10,345 百万円

（28.4％）

※ 業務・資本提携にともなって 2007 年 4 月に当社が取得し保有しているイーバンク銀行株

 式会社の株式について時価評価した結果、減損処理による投資有価証券評価損を計上す

 る必要が生じたと判断したことによるものです。 

 

２．今後の見通し 

 上記投資有価証券の減損処理の結果、当社の平成 21 年 3 月期第２四半期（平成 20 年 4

月から平成 20 年 9 月まで）の連結業績見通しにつきましては、四半期純利益 0 億円～3 億

円程度の水準を予想しております。 

 なお、当社グループの主たる事業である証券ビジネスは、株式市況の影響を大きく受け、

業績予想が困難であるため、通常は将来の業績予想は開示しておりません。 
 

以 上 
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